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織集われら

ンテイア
、

－金木高校市浦分校一

「大変だけれど‘‘ありがとう助か
るよ”と言われるのが何よりうれし

いです。今後のはげみになります」
と一人暮らしや高齢者世帯の除雪を
する市浦分校生。

、

ノ
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広報じう参 (2)

－、

一
金
木
高
校
市
浦
分
校

一

代
表
工
藤
一
臣

村
内
の
有
志
が
集
ま
っ
て
五
年
前

に
設
立
。
市
浦
村
の
十
三
湊
遺
跡
、

安
藤
氏
関
連
の
史
跡
、
遺
跡
を
め
ぐ

る
観
光
客
の
ガ
イ
ド
を
実
施
し
て
い

海
岸
清
掃
、
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
、

悠
遊
郷
で
の
介
護
支
援
、
ア
ト
ム
保

育
園
で
の
保
育
支
援
な
ど
行
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
浦
分
校
で
は

数
々
の
賞
に
輝
い
て
い
ま
す
。

・
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
よ
り
海

岸
清
掃
で
表
彰
状
（
Ｈ
８
．
７
．
４
）

・
市
浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
除

雪
で
感
謝
状
（
Ｈ
唱
・
２
・
魂
）

・
青
森
県
ふ
れ
あ
い
活
動
功
労
者
知

事
感
謝
状
（
Ｈ
過
・
３
・
釦
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
地
域
交

流
で
市
浦
村
褒
章
（
Ｈ
昭
．
ｕ
・
３
）

全
国
海
岸
協
会
よ
り
海
岸
愛
護
で

海
岸
功
労
表
彰
状
（
Ｈ
哩
・
５
・
聖

最
近
、
関
心
や
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
個
人

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
方
や
、
学
校
、
保
育
園
、
婦

人
会
等
の
団
体
で
行
な
っ
て
い
る
方
な
ど
多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
村
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状

況
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

十
三
湊
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ガ
イ
ド

代
表
村
元
宏
禎

金
木
高
校
市
浦
分
校

代
表
工
滕
一 愚

邑
邑

L』

一
愛
留
美
（
〃
刎
鱸
）
川
綣
子
一

ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
で

得
た
収
益
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
今
後
は
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
た
く
さ
ん
の
観
光
客
の
方
を

案
内
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

予
約
な
し
の
観
光
客
に
対
す
る
対
応

が
で
き
な
い
の
が
問
題
点
で
す
。

交
代
で
悠
遊
郷
を
訪
問
し
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
介
護
支
援
な
ど
し
て
い

ま
す
。 ア

ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
プ
を
収
集
し
、

収
益
金
で
社
会
福
祉
協
議
会
や
、
す

わ
ん
の
里
に
車
椅
子
を
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
い
ま
ま
で
三
台
寄
贈
し
ま
し

た
。

h 1

相
内
婦
人
会

愛
留
美
（
ア
ル
ミ
）
の
会

代
表
黒
川
泰
子

ア
ト
ム
保
育
園

代
表
長
利
友
子

代
表
三
和
イ
ッ

迅 醐 L－』

瞳
鈎
暴
う

鋤
鵬
曙
嬉
廣
陰
陰
隈
Ｉ

一一

一
役
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
一

代
表
成
田
義
正

オ
セ
ド
ウ
境
内
や
、
山
王
坊
境
内

の
草
刈
り
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

皆
さ
ん
が
心
地
よ
く
お
参
り
や
散

策
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
延
長
で
で
き
る
こ
と

や
特
別
な
技
術
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
。
週
に
一
度
、
必
要
な
時
、
イ
ベ

ン
ト
や
葬
式
の
手
伝
い
な
ど
さ
ま
ざ

役
場
職
員
で
結
成
し
て
い
ま
す
。

通
夜
等
、
要
請
が
あ
れ
ば
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
道
路
清
掃
な
ど
活

動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

村
内
、
宮
の
境
内
等
の
草
取
り
、

花
壇
作
り
、
草
取
り
な
ど
定
期
的
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
敬
老
会

で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
活
動

の
一
つ
で
す
。

〆

オ
セ
ド
ウ
森
林
公
園
の
会

日
赤
市
浦
分
団

《
相
内
・
十
三
・
脇
元
・
磯
松
》

代
表
小
田
桐
恭
一

役
場
ボ
ラ
ン
ー

代
表

代
表
秋
田
谷
勇
男 』、』

一 ま
あ
り
ま
す
ｃ
子
ど
も
、
学
生
、
社

会
人
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

少
十
三
湊
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん

し
悠
遊
郷
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
和

さ
ち
さ
ん
（
右
）
・
糸
谷
亘
子
さ
ん
（
左
）

ち
ょ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
縮
め

て
「
チ
ョ
ボ
ラ
」
で
す
。
ま
ず
は
チ
ョ

ボ
ラ
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
後
、
増
え
る
と
思
わ
れ
る
高
齢

「
チ
ヨ
垂
三
つ
て
し
っ
て
い
ま
す
か
つ
↑

１
Ｊ
’
８
日
■
ｑ
■
■
■
Ｕ
■
０
■
可
ｇ
■

唾

謹 首錨繍
ー

者
、
核
家
族
。
そ
れ
に
つ
れ
て
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
が
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
行
政
、
企
業
で
は
全
て
の
要
望

に
答
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

し
台
風
の
か
た
づ
け
を
す
る
役
場
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

し
斉
藤
恵
美
子
さ
ん
（
左
）
・
小
山
あ

ぐ
り
さ
ん
（
右
）



広報しうち(3)

い
ま
、
地
球
に
や
さ
し
い
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
「
バ
イ
オ
マ

ス
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
が
、
市
浦
村
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
市
浦
村
バ
イ
オ
マ
ス
戦
略
講
演

会
が
二
月
十
九
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
東
京
大
学
教
授
の
迫
田
章
義
氏
で

す
。
迫
田
氏
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ

ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
グ
ル
ー
プ
委
員
と
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
を
精
力
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。
そ
の
講
演
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
？

現
在
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
で
き
る
ま
と
ま
っ
た
量
の
「
生
物

資
源
」
を
さ
す
こ
と
ば
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
私
た

ち
の
身
近
な
場
所
に
広
く
存
在
し
て

い
ま
す
。

な
ぜ
い
ま
バ
イ
オ
マ
ス
な
の
か
？

バ
イ
オ
マ
ス
は
、
植
物
が
光
合
成

に
よ
っ
て
作
り
出
す
有
機
性
資
源
で

す
。
石
油
や
、
石
炭
な
ど
の
資
源
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
イ
オ
マ

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

剛
創
日

｜

|’

ス
は
太
陽
と
水
と
植
物
が
あ
る
か
ぎ

り
、
持
続
的
に
再
生
で
き
る
資
源
で

す
。

地
球
温
暖
化
や
、
廃
棄
物
等
の
環

境
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
環
境
に

負
荷
の
少
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
用

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
バ
イ

オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
品
と
し

て
活
用
す
る
た
め
に
は
、
広
く
存
在

し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
集
め
る
の

が
大
変
で
し
た
。

ど
ん
な
ふ
う
に
利
用
さ
れ

て
い
る
の
？

生
ゴ
ミ
や
、
家
畜
排
泄
物
な
ど
を

醗
酵
さ
せ
メ
タ
ン
ガ
ス
を
作
り
、
燃

料
と
し
て
、
発
電
や
、
熱
利
用
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
を
、
化

学
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
つ
く
り
、

自
動
車
の
燃
料
な
ど
に
利
用
で
き
ま

す
。
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
に
比
べ
る
と
す

す
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

植
物
の
で
ん
ぷ
ん
や
糖
を
原
料
に

し
て
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
カ
ー
ド
や
ゴ
ミ
収
集
袋

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用
さ
れ

１
１
．
廟
ｒ
岡
俎
田
晒
ｒ
・
Ｉ
湿
四
Ｌ
い
陶
砂
揖
曽
，
‐

ﾛ

、
ｒ
卜
ｈ
■
ｑ
一
■
Ｉ
■
■
回こ

の
よ
う
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
廃
棄
物
を
減
ら
し

限
り
あ
る
資
源
を
有
用
に
活
用
す
る

循
環
型
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
焼
さ
せ

る
と
き
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
は
、

植
物
の
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ
っ

て
大
気
か
ら
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素

で
あ
る
た
め
、
持
続
可
能
な
使
い
方

を
す
れ
ば
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を

増
や
さ
な
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま

す
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
源
で
あ
る

石
油
や
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

製
品
を
バ
イ
オ
マ
ス
で
代
替
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
積
極
的
に

利
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

て
お
り
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
再
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ゴ
ミ
に
な

っ
て
も
堆
肥
化
の
過
程
で
二
酸
化
炭

素
と
水
に
分
解
さ
れ
、
自
然
に
か
え

り
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
す
る
と
き
に

も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

な
ど
が
排
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
循
環
型
社
会
」
を
め
ざ
す

マ
ス

石
油
な
ど
の
資
源
が
少
な
い
日
本

で
す
が
、
温
暖
で
多
雨
な
気
象
条
件

に
よ
っ
て
、
自
然
の
恵
み
を
受
け
て

成
長
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
は
豊
富
に
存

在
し
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

ま
ず
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

私
た
ち
の
周
り
に
は
バ
イ
オ
マ
ス

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
で
る
生
ゴ
ミ
も
バ
イ
オ

マ
ス
で
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん
と
分

別
し
な
け
れ
ば
資
源
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
の
第
一
歩

は
分
別
か
ら
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
、
利
用
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

▲約80人の住民が聴講しました
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三
月
三
日
金
木
高
校
市
浦
分
校

に
於
い
て
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
な

わ
れ
卒
業
生
七
人
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

岩
城
校
長
が
、
「
生
き
が
い
を
求

め
る
と
す
る
な
ら
余
暇
に
逃
げ
な
い

で
、
働
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
で
す
。

社
会
に
真
正
面
に
向
か
っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
夢
に
向
か
っ
て
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
で
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

高
松
村
長
が
「
人
生
に
卒
業
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
の
人
生
は
こ
れ
か

ら
で
す
。
歩
む
道
は
常
に
二
つ
の
道

思
い
出
を
胸
に
秘
め
て

～
金
木
高
校
市
浦
分
校
卒
業
式
～

一

で（

～砺浦拘り農業委員選挙～

任期満了に伴う農業委員選挙が2月18日

告示され、定数10人に対し、10人の届け出

があり、立候補者全員の無投票当選が決ま

りました。当選者は次のとおりです。

《届け出順・敬称略》

伊南義道(磯松)72秋田谷和智(相内)28

成田勲(脇元)61・三和敏道(相内)51

長利藤雄(太田)55・三和隆(相内)66

成田義尚(相内)72・佐藤輝治(相内)62

成田俊二郎(相内)53・秋田谷悟(相内)53

が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
努
力
す
れ

ば
報
わ
れ
る
幸
せ
の
道
、
な
ま
け
て

人
生
か
ら
落
伍
す
る
不
幸
の
道
で
す
。

苦
労
し
て
も
こ
の
道
を
歩
む
の
か
、

暗
い
道
を
歩
む
の
か
一
人
ひ
と
り
の

心
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
前
途
に
不
可
能
は
な
い
。
堂
々

の
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
と
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
平
山
ひ
と
み
さ
ん
が
、

三
年
間
の
思
い
出
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
除
雪
に
行
く
と
喜
ば

れ
、
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と

で
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
、
や
さ

‐

』

I
■

』

０

Ｆ

い

且

1 1

長 利藤雄成田 卿 伊南義道

▲｢お世話になりました｣｢がんばって｣と最後の握手

し
さ
と
い
う
言
葉
の
思
い
を
実
感
し

ま
し
た
。
楽
し
い
こ
と
も
、
つ
ら
い

こ
と
も
、
先
生
方
、
家
族
、
市
浦
村

の
皆
様
方
が
ど
ん
な
時
も
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
今
日

「

秋田谷和智成田俊二郎成田義尚
元■

『

【？

、
Ｎ
Ｙ

の
日
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

三
年
間
一
緒
に
学
ん
だ
友
、
後
誰
、

先
生
方
と
の
別
れ
が
つ
ら
い
様
子
で
、

涙
の
退
場
と
な
り
ま
し
た
。

佐藤輝治三和隆三和倣道

炉

黙

秋田谷悟

▲市浦分校賛歌は涙の合唱となりました

’
し
鵠
蝿
測
龍
躁
鑑
幽
神
島
新
団
長
に
辞

市浦村消防団辞今交付式 ま
た
、
副
団
長
に
は
、
山
田
正
伸

氏
（
再
・
脇
元
）
並
び
に
三
和
弘
二

氏
（
新
・
相
内
）
の
二
人
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
二

十
四
日
ま
で
。

こ
の
た
び
市
浦
村
消
防
団
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
消
防
団
長
に
中
島
英

雄
氏
（
新
・
十
三
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

市浦村消防団
役員の紹介

騨 ~

消防団長に

中島英雄氏(十三）
］

－－

q
ヤイ
趣
』宝延 ●
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市
浦
村
の
誘
致
企
業
と
し
て
昭
和

五
十
九
年
に
創
業
し
た
津
軽
テ
ク
ニ

カ
が
創
業
二
十
周
年
を
迎
え
二
月
二

日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
記

念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
山
孝
造
代
表
取
締
役
社
長
が

「
昨
年
四
月
一
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

二
十
年
の
記
念
す
べ
き
時
に
い
て
幸

せ
に
思
い
ま
す
。
二
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
歴
代
の
関

係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
、
従
業
員

の
皆
様
の
努
力
が
あ
っ
た
お
か
げ
で

す
。
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
価
格
破
壊
、
長

引
く
不
況
で
、
悪
戦
苦
闘
を
強
い
ら

れ
、
か
つ
て
や
っ
た
こ
と
の
な
い
リ

ス
ト
ラ
と
い
う
苦
悩
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
、
今
日
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
は
感
無
量
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

高
松
村
長
が
「
当
時
企
画
課
長
だ

っ
た
頃
に
こ
の
企
業
を
誘
致
す
る
の

は
大
変
だ
っ
た
。
村
が
土
地
造
成
、

工
場
建
設
し
、
企
業
が
工
場
の
経
営

を
に
な
う
と
い
う
公
設
民
営
方
式
で

津
軽
テ
ク
ニ
カ
は
生
ま
れ
た
。
社
員

も
百
三
十
八
人
ま
で
増
や
し
た
が
、

経
済
情
勢
の
不
安
定
に
よ
り
、
縮
小
、

閉
鎖
ま
で
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
社
員
が
技
術
革
新
に

苦
難
を
乗
り
越
え
二
十
周
年

’ ｛リ
耐
え
、
日
々
精
進
し
た
こ
と
に
よ
り

二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

原
点
に
立
ち
か
え
り
、
伝
統
を
守
り

な
が
ら
発
展
を
続
け
て
下
さ
い
」
と

祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
高
松
村
長
か
ら
平

山
社
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、
平

山
社
長
か
ら
高
松
村
長
に
記
念
品
と

し
て
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ズ
マ
テ
レ
ビ
ー
式
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
村
で
は
三
月
完
成
予
定
の
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
予
定
で

す
。

つ
づ
い
て
、
永
年
勤
続
者
に
表
彰

し
感
謝
状
を
読
み
上
げ
る
高
松
村
長
し
決
意
を
新
た
に
…
（
従
業
員
の
皆
さ
ん
）

～
津
軽
テ
ク
ニ
カ
～

緬
蝿
蝿
砂
鋤
軒
砲
瞬
磁
翻
■
■
疸
汕

口
■
Ｆ
〃
わ
■
甲
や
ロ

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
永
年
勤
続
二
十
年
表
彰

（
順
不
同

松
橋
照
彦
（
十

上
野
美
幸
（
相

山
田
美
穂
子
（
磯

工
藤
鉄
子
（
桂

唐
川
栄
子
（
相

秋
田
谷
昭
枝
（
相

安
田
信
子
（
十

中
野
明
子
（
十

越
野
初
子
（
小

安
保
サ
ッ
ミ
（
相

◆
永
年
勤
続
十
五
年
表
彰

北
島
敦
子
（
小

林
崎
烈
子
（
脇

中
井
睦
子
（
十

山
田
恵
美
子
（
脇

一
垂

'一

十
名

敬
称
略
）

一
一
一
）

内
）

松
）

川
）

内
）

内
）

一
一
一
）

一
一
一
）

泊
）

内
）四

名

泊
）

一
元
）

一
一
一
）

一
沁
）

よ』手､]－．1－－－

～百人委員会を設立～
2月9日、青森あすなるホール市浦において合併の

枠組みや合併効果等を検討するため「市町村合併問題
百人委員会」が設立されました。この会の会員は公募

によるもので住民、職員を含む百人で構成されていま

す。委員長には、伊南忠夫氏、副委員長には、成田武

司氏が選任されました。

高松村長より「以前の百人委員会では90％が五所川

原市との広域合併、議会が津軽北部四111].村、住民アン

ケートでは14票の差で津軽北部四町村という結果であ

ったc

五所川原市へは近いうちに交渉する。五所川原市の

考えはまだわからない」という旨の報告がされました。

今後は状況がわかりしだい報告し、会員の意見を聞
くため会議を開催するということです。



広報しうち (6)

去
る
三
月
二
日
～
九
日
の
八
日
間

海
遊
館
は
年
に
一
度
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
為
休
業
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

毎
日
通
っ
て
い
る
海
遊
館
フ
ァ
ン
に

は
苦
痛
の
八
日
間
だ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
苦
し
い
こ
と
の
後

に
は
必
ず
い
い
事
が
あ
る
も
の
。
こ

の
八
日
間
我
慢
で
き
た
（
？
）
海
遊

館
フ
ァ
ン
が
一
番
風
呂
な
ら
ぬ
一
番

海
水
に
入
ろ
う
と
わ
れ
先
と
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
綺
腿
に
な
っ
た
プ

ー
ル
に
新
鮮
な
海
水
、
皆
さ
ん
口
々

に
『
や
っ
ぱ
海
（
海
遊
館
）
は
い
い

じ
ゃ
～
』
と
に
っ
こ
り
。
こ
れ
一
番

風
呂
（
プ
ー
ル
）
の
醍
醐
味
。

こ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
間
も
海
遊

館
は
毎
日
大
賑
わ
い
。
と
い
っ
て
も

お
客
様
で
は
な
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

業
者
さ
ん
で
。
海
遊
館
ス
タ
ッ
フ
も

セ
ラ
ピ
ス
ト
着
を
作
業
着
に
替
え
作

…
Ｉ

－ご'~－－■■.■も＝

』

I

１
１完気力1い彌信

少29ぐ
－－マーー－－ －

業
し
て
お
り
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
皆

様
に
常
に
心
地
よ
く
利
用
し
て
頂
く

為
の
準
備
期
間
で
す
。
海
遊
館
も
綺

麗
に
な
る
と
皆
様
の
気
持
ち
も
新
た

に
な
る
の
か
利
用
頻
度
も
多
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
回
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
以
前
よ

り
ご
要
望
の
あ
っ
た
プ
ー
ル
中
の
手

す
り
が
増
設
さ
れ
、
プ
ー
ル
に
慣
れ

て
い
な
い
方
、
体
力
に
自
信
が
な
い

方
も
安
心
し
て
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
皆
様
の
憩
い
の
場
の
サ
ウ
ナ
も
新

た
に
新
調
し
、
更
に
気
持
ち
の
い
い

汗
が
か
け
る
事
で
し
ょ
う
岬

只
今
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
は
別
で

併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
築
中
で
三

月
末
に
は
完
成
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
前
に
は
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

更
に
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
施
設
と

な
り
皆
様
の
利
用
の
幅
も
広
が
る
こ

ゞ
魂
！
‐
、
；
“

総
ル

C

第
八
回
健
康
測
定
が
三
月
八
日
、

九
日
に
コ
ミ
セ
ン
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
年
間
二
回
行
っ
て
い
る

も
の
で
市
浦
村
民
の
高
校
生
以
上
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
お
受
け
い
た
だ

け
る
も
の
で
す
。
、
王
な
測
定
項
目
は
、

お
な
じ
み
の
握
力
測
定
か
ら
柔
軟
性

を
見
る
体
前
屈
、
心
肺
機
能
を
見
る

肺
活
量
、
変
わ
っ
た
物
で
は
豆
運
び

と
い
っ
て
滑
り
や
す
い
小
さ
な
豆
を

お
箸
で
三
十
秒
間
に
何
個
運
べ
る
か

と
い
う
指
先
の
器
用
さ
を
見
る
測
定

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
集
計
し
、

体
力
年
齢
、
身
体
機
能
年
齢
を
算
出

し
ま
す
。

そ
も
そ
も
こ
う
い
っ
た
健
康
測
定
、

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
海

遊
館
は
日
々
進
化
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
海
遊
館
か
ら
目
が
離
せ
な

い

書

手すりが付きました！

体
力
測
定
な
ど
は
何
の
為
に
や
る
の

か
？
現
在
運
動
を
行
っ
て
い
る
人
、

こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人

が
運
動
の
効
果
を
見
た
り
、
体
力
要

素
の
弱
い
部
分
を
確
認
す
る
事
で
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
体
力
づ
く
り
に
役
立

ち
ま
す
。

次
回
は
九
月
こ
ろ
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
ｃ
笑
あ
り
、
涙
あ
り
？
の
楽

し
い
測
定
で
す
の
で
み
ん
な
で
参
加

し
て
健
康
生
活
の
指
針
に
し
て
み
て

は
？（

|INFOR椛躯灘蝋 欝謹ﾘ
ざq
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2月より海遊館の日、アルゴの日、バンジェの日を一新。毎

クなラッキーマンデーとして生まれ変りました。もちろんI

会員、タラソファン以外の方でも対象となります。

毎週月曜日がお卜

I

運動プログラム無料開放

バンジェ半額

アルゴパック半額

バンダルゴ半額

円
円
円

０
Ｏ
Ｏ

５
０
０

７
５
０

１
１

￥
￥
￥

罐
↓
今
今

料
岫
叩
岫

館
Ｏ
Ｏ
Ｏ

入
５
０
０

の
肌
３
２

様
￥
￥
￥

子
常
常
常

お
通
通
通

一
」ｌ更5日

12日

19日

26日
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タラソテラピーに関する事運動に関する疑問、

人前ではちょっと聞きにくい事など何でも結構です。

メールで下記までお気軽にお問合せ下さ～いo(AOA)0

E-mail;seauland@hyper.ocn.ne.ip

１
旧
Ｉ

ニノ
～

10M歩行わつせ1わつせI
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二
月
二
十
九
日
⑧
、
「
村
民
憲
章

の
具
現
化
を
目
指
し
た
生
涯
学
習
の

マ
チ
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
」
と
第

七
回
市
浦
村
生
涯
学
習
推
進
大
会
が

村
民
約
百
五
十
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
参
加
者

全
員
で
村
民
憲
章
を
唱
和
し
た
後
、

私
が
や
る
。
私
も
や
る
ん
だ
。

剛
人
が
参
加
し
て
生
涯
学
習
推
進
大
会

ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
。
前
列
左
か
ら
平

山
さ
ん
（
丁
子
谷
教
育
委
員
長
）
古
川

さ
ん
、
湊
由
加
理
さ
ん
。
後
列
左
か
ら

下
山
さ
ん
、
奈
良
さ
ん
、
棟
方
さ
ん

平
成
十
五
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

授
与
が
行
わ
れ
、
棟
方
由
美
さ
ん

（
十
三
）
と
奈
良
良
光
さ
ん
（
太
田
）
、

市
浦
分
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
）
に

は
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
下
山
達
彦
さ
ん

（
市
浦
分
校
教
諭
）
に
ス
ポ
ー
ツ
奨

励
賞
が
贈
ら
れ
、
賞
状
と
記
念
品
を

手
に
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
丁
子

谷
悟
教
育
委
員
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
、
高
松
村
長
が
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
。

心
の
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
全
体
会
が
開
か

れ
、
は
じ
め
に
、
村
元
祐
輝
く
ん

（
市
浦
中
一
年
）
が
「
ひ
と
言
の
後
悔
」

と
題
し
て
弁
論
発
表
、
小
山
内
理
佳

子
さ
ん
（
市
浦
中
二
年
）
が
「
Ｍ
ｙ

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
」
と
題
し
て
英
語
ス
ピ

ー
チ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
二
人
の

中
学
生
の
発
表
は
大
変
す
ば
ら
し
く
、

会
場
の
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
山
田
允
生

金
木
蕃
察
署
刑
事
生
活
安
全
係
長
が

「
管
内
の
青
少
年
事
件
簿
」
と
題
し

て
話
題
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
身
近

な
青
少
年
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪
な
ど

に
関
心
も
高
く
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
通

し
て
、
あ
ら
た
め
て
今
の
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
知
る
と
と
も
に
、
事
件

を
未
然
に
防
ぐ
決
意
を
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
実
践
発
表
と
い
う
こ
と

英語スピーチ発表者

小lll内理佳子さん

弁論発表者

村元祐輝さん

実践発表者

葛西達也さん

で
三
人
の
方
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

葛
西
達
也
さ
ん
（
脇
元
小
馬
踊
り
保

存
会
）
は
、
子
ど
も
会
と
連
携
し
て
、

太
鼓
や
笛
な
ど
、
地
域
の
郷
土
芸
能

伝
承
の
取
組
を
紹
介
。
長
尾
信
一
市

浦
小
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
監
督

（
十
三
）
は
、
小
学
校
が
統
合
に
な
っ

て
、
地
域
の
指
導
者
が
関
わ
り
、
ク

ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
る
ま
で
の
取
組
や

現
在
の
活
動
、
戦
績
な
ど
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
下
山
達
彦
さ

ん
は
「
市
浦
分
校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
、
卒
業
綾
も
自
身
の
生
活

に
意
識
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
心
豊

か
な
人
物
育
成
に
役
立
っ
て
い
る
」

な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

最
後
に
、
木
下
靖
英
西
北
教
育
事

務
所
社
会
教
育
主
事
が
「
生
涯
学
習

の
マ
チ
づ
く
り
に
は
、
誰
か
が
や
る

の
で
は
な
く
、
私
が
や
る
ん
だ
。
私

も
や
る
ん
だ
。
そ
う
い
っ
た
意
識
が

実践発表者

ド山達彦さん

実践発表者

長尾信一 さん

不
可
欠
」
な
ど
と
論
評
を
行
い
、
参

加
者
は
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
を

再
確
認
し
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

〔
平
成
十
五
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
｝

▼
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
棟
方
由
美
（
十
三
）
県
民
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
壮
年

ボ
ウ
リ
ン
グ
五
十
歳
代
男
子
の
部

で
優
勝

・
奈
良
良
光
（
太
田
）
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
聴
覚
の
部
一
○
○

ｍ
で
優
勝

・
市
浦
分
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
）

湊
裕
美
、
湊
由
加
理
（
以
上
相

内
）
、
古
川
絵
理
香
（
太
田
）
、
平

山
ひ
と
み

▼
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

・
下
山
達
彦
（
市
浦
分
校
教
諭
）

県
高
校
定
通
制
体
育
大
会
陸
上
競

技
に
お
い
て
、
学
校
対
抗
女
子
総

合
で
優
勝
に
導
く

参加者から意見発表



広報乙うち (8)

江
戸
時
代
の
十
三
湊
は
、
津
軽
一

帯
を
支
配
し
た
弘
前
藩
（
津
軽
氏
）

に
お
け
る
領
内
四
浦
の
一
つ
と
し
て

青
森
・
鯵
ヶ
沢
・
深
浦
と
と
も
に
重

要
な
湊
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
現

在
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
「
市

浦
村
」
は
、
昭
和
三
十
年
の
市
町
村

合
併
の
際
に
、
こ
の
由
緒
あ
る
「
四

浦
（
し
う
ら
と
の
名
称
を
採
用
し

て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

と
お
り
で
す
。

前
近
代
ま
で
十
三
湊
と
津
軽
平
野

内
陸
部
と
の
交
通
及
び
物
資
運
搬
の

主
要
な
手
段
は
、
岩
木
川
水
運
を
利

用
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は

岩
木
川
の
川
筋
に
弘
前
藩
の
年
貢
を

お
く
ら
ふ
じ
き
き
さ
ん
ぜ

集
め
た
御
蔵
が
各
所
（
藤
崎
・
三
世

じ寺
な
ど
）
に
設
け
ら
れ
、
春
先
の
雪

解
け
で
増
水
し
た
岩
木
川
を
利
用
し

て
、
年
貢
米
や
中
山
山
地
で
伐
採
さ

れ
た
材
木
な
ど
が
舟
に
積
ま
れ
て
十

三
湊
へ
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
集
め
ら
れ
た
物
資
は
、
鯵
ヶ
沢

湊
へ
廻
送
さ
れ
、
上
方
（
大
阪
）
へ

向
け
て
北
前
船
で
運
ば
れ
て
い
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
江
戸
時
代
の
十
三

湊
は
川
湊
或
い
は
鯵
ヶ
沢
湊
へ
廻
送

す
る
中
継
湊
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

禰
濤
旋
臓
代
の
十
臺
湊

け
い
あ
人

歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
慶
安
元
年

二
六
四
八
）
の
年
記
の
あ
る
「
奥

州
十
三
之
図
」
（
市
立
函
館
図
書
館

蔵
）
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
同
絵
図
は
江
戸
時
代
前
期
の
十

三
湊
の
様
子
を
示
し
た
貴
重
な
史
料

と
な
っ
て
お
り
、
弘
前
藩
が
湊
町
支

配
の
た
め
に
作
成
さ
せ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
絵
図
に
記
載
さ
れ
た
集
落
の
配

置
は
、
現
在
の
十
三
地
区
の
家
並
み

と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お
り
、
弘
前
（
十

三
）
街
道
に
沿
っ
て
集
落
が
展
開
し

て
い
ま
す
。
集
落
の
中
に
は
、
藩
の

行
政
施
設
で
あ
る
「
御
用
屋
敷
」
・

「
御
蔵
」
「
沖
御
番
所
」
・
「
廻
船

御
札
」
・
「
御
高
札
」
と
記
さ
れ
た

一
難
雌
十
一
一
一
画
砂

じ
禿
う
き
ん
こ
叢
わ

て
お
り
、
「
十
三
小
廻
し
」
体
制
が

確
立
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
頃
す
で
に
岩
木
川
か
ら
流
れ
て
く

る
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
、
湊
の
水

深
が
浅
く
な
り
、
大
船
の
入
港
が
不

可
能
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
極
端
な

船
舶
の
減
少
に
よ
っ
て
、
序
々
に
衰

退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
し
た
。

伽

灘
職
鶏

茎l

LZ

｜
包
瀞
雌
湘
蹴

建
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
砂
洲
の
中
央
に
は
東
西
方
向
に

伸
び
る
「
古
土
居
」
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
「
古
い
土
塁
跡
」
と
い
っ
た

意
味
で
す
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
、

中
世
の
安
藤
氏
時
代
ま
で
遡
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
寺
社
名
で
は
、
今
は
存

在
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
羽
黒
堂
・

伊
勢
堂
が
砂
洲
の
北
側
に
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
現
在
は
羽
黒
崎

と
い
う
小
字
名
で
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
湊
迎
寺
」
・
「
順
竜
寺
」

も
同
絵
図
に
記
さ
れ
、
こ
の
頃
す
で

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
の
十
三
湖
大
橋
が

架
か
る
当
た
り
に
は
、
「
船
渡
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
縄
を
張
っ
て
渡
し

舟
で
行
き
来
す
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

今
か
ら
百
五
十
年
前
、
幕
末
に
近

い
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
平
尾

魯
仙
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
合
浦
山

水
観
」
に
は
、
十
三
湊
の
水
戸
ロ
や

渡
し
場
の
様
子
が
は
っ
き
り
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の

十
三
湊
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
絵
図
や
文
献
資
料
は
、
中
世
に
比

べ
て
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

蕊轟薑雪
雲奮藷曇

紘趨撫
ら琴

蔭
９

1‘
b
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更礎剛鰹 鞭亜鋤
「
国
民
年
金
保
険
料
を
う
っ
か
り

納
め
忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
方
や

「
忙
し
く
て
保
険
料
を
納
め
に
行
け

な
い
」
と
い
う
方
に
は
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
り
ま
す

と
、
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。

ま
た
、
毎
月
、
金
融
機
関
や
郵
便

局
な
ど
に
足
を
運
ぶ
手
間
と
時
間
が

省
け
、
と
っ
て
も
便
利
で
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通

帳
、
口
座
の
届
出
印
、
年
金
手
帳
や

納
付
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
金
融
機

関
や
郵
便
局
な
ど
の
窓
口
に
「
国
民

年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

出
書
は
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
の

窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

調
假
舞
腿

'識慧加入壱も個民年金』に関係し
現代は個々に霧への「仕送り」をするこ

とは大変困難です。以前は老後の収入の大
きな部分を子供に頼っていました。しかし、
現在老後の収入は63．6％以上が公的年金
によって占められています。自分の親への
｢仕送り」を個人の代わりに社会全体で行
っているのが「公的年金」なのです。親の
老後(生活費)の心配をせすに暮らしていけ
るのは「公的年金」があるからといっても
過言ではありません。このことを考えれば、
末加入者や未納者も公的年金に間接的な恩

恵を受けているとはいえないでしょうか？
｢高齢者の生活を社会全体で支える」とい
う社会連帯の輪の中にあなたも参加してく
ださい。

将来物価が上がると、どうなるの？

公的年金制度では、定期的に年金額の改
定を行っています。これは人□や経済など、
年金を支えている社会経済状況の変化に対
応し、年金制度を安定的に運営していくた
めに行われます。また、平成元年より完全
自動物価スライド制が導入され、経済変化
や物価の変化に対応して、給付額を見直し
ています。すなわち、物価が上がれば、受
け取る年金額も上がるという、画期的なシ
ステムというわけです。

こんな｢保険jは、他にはありません

公的年金は「老後生活が従前の生活と大
きく変わらないこと」を目的のひとつとし
ています。その時代時代で十分に生活でき
るよう金額が設定されているのです。

例えば、1961年に国民年金がスタート
した時は、月額の保険料はナント100円で
した。受給する年金額は、25年間の納付
で「月額2,000円｣、40年間の納付では「月
額3,500円」でした。この金額のままでは、
現在の生活を送ることは到底不可能です。

このような状況を考えてみても、物価の
上昇や社会の変化に対応している「世代間
扶養」の国民年金に参加することは、将来
の自分を助けることにもなっているのです。

便
利
で
篝
蝋
拶
回
座
振
替
が
お
ず
ず
勤
電
ず

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

支
給
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ば
か

り
か
、
ケ
ガ
や
病
気
で
万
が
一
の
こ

と
が
起
こ
っ
た
時
に
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
た
め
、

そ
し
て
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
も
、

納
め
忘
れ
が
防
げ
る
口
座
振
替
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
今
ま

で
＄
銀
行
、
郵
便
局
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業

協
同
組
合
、
労
働
金
庫
等
で
し
た
が
、

新
た
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

四
月
初
め
に
一
斉
に
送
付
さ
れ
る

平
成
十
六
年
度
分
の
納
付
書
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

ま
す
の
で
、
仕
事
等
で
金
融
機
関
に

な
か
な
か
行
け
な
い
方
や
、
夜
間
・

休
日
し
か
時
間
が
な
い
方
な
ど
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
二

月
二
日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
納
付
書

で
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
も
の

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
利
用

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ﾜﾝｲﾝﾄ情報｜

～年金手帳を大切に～
年金手帳は、いろいろな届け出を

するときに必要なばかりでなく、年
金の請求手続きをするときにも必要
なものですから、大切にしなければ
なりません。また、国民年金と厚生
年金保険共通の手帳となっていて、
1冊の手帳で2つの年金制度の加入
や脱退の記録がわかるようになって
いますので、加入期間の空白ができ
るのを防止し、年金を受ける権利を
より確実にするものです。

L 一ノ

晶
函
捌
閻
刷
醐
閲
回
側
謝
部
劉
瀧
幽

『
そ
の
油
断

火
か
ら
炎
へ録

火
い
へ
』

の
全
国
統
一
標
語
の
も
と
に
四
月
十

二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
な
い
明
る
い
村
を
目
指
し
、

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
は
消
防
署
、
消
防
団
で
車

両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
の

で
火
災
と
間
違
わ
な
い
で
下
さ
い
。

一
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

二
、
寝
た
ぱ
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
し
な
い
。

三
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い
。

四
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

五
、
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

六
、
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

舂
の
火
災
予
防
運
動

|【

’

強
つ
”

－
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二
月
二
十
九
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
す
わ
ん
の
里
」
に
お
い
て
、

老
人
介
護
福
祉
施
設
に
於
け
る
初
期

救
命
措
置
を
修
得
す
る
事
を
目
的
に

普
通
救
命
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
形
を
使
い
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
練
習
を
テ
キ
パ
キ
と
意

欲
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
受
講
し

た
八
名
に
は
普
通
救
命
誰
習
終
了
証

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。畷

※
市
浦
消
防
署
で
は
、
避
難
訓
練
や

応
急
手
当
講
習
会
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

普
通
救
命
講
習
行
わ

巴
廿
Ⅱ
ｒ▲

虹
胞
隅

1

0

ー

麺
I

割 ク

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
弔
、
タ
グ

防

③

ネ

ツ

卜

ワ



広報しうる ⑩

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
鳥
小
屋
に
は
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ
う

に
網
で
囲
い
ま
し
ょ
う
。

②
野
鳥
の
エ
サ
と
な
る
も
の
を
周
辺
に

放
置
し
な
い
で
下
さ
い
。

③
噴
霧
器
、
ジ
ョ
ウ
ロ
な
ど
で
鳥
小
屋

屋
外
、
特
に
入
口
を
重
点
的
に
消
毒

薬
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

④
入
口
に
消
毒
薬
を
入
れ
た
容
器
な
ど

（
踏
込
み
槽
）
を
置
き
、
出
入
り
に

際
し
履
物
ご
と
踏
込
み
と
外
部
か
ら

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
の
で
効

果
的
で
す
ｃ

⑤
誤
っ
て
消
毒
薬
を
飲
ま
な
い
よ
う
に

保
管
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
作
業
後
は
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま

し
よ
や
つ
。

⑦
烏
を
野
山
に
放
し
た
り
せ
ず
、
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

⑧
烏
が
食
欲
を
な
く
し
た
り
、
呼
吸
の

仕
方
が
異
常
に
な
っ
た
り
、
急
死
が

見
ら
れ
た
な
ら
、
直
ち
に
役
場
又
は

木
造
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

◆
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
相
談
窓
口

午
前
八
時
十
五
分
か
ら
午
後
十
七
時

十
五
分

○
鶏
の
病
気
や
衛
生
管
理
に
関
す
る
相

炎
三
一
口

○
人
の
健
康
に
関
す
る
相
談
・
ペ
ッ
ト

動
物
（
愛
玩
鳥
等
）
に
関
す
る
相
談

○
野
鳥
の
異
常
死
に
関
す
る
相
談

※
鳥
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
役
場
産
業

烏
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
皆
様
へ

’
－．－■－甲一■一●一ら－●一 一一,一口一色一・一句一ユー･－ら一己一●一一一今一争一マー令一●一一一由一●－由一■一由一甲一■－由－－与一●一号■。,◆一参.-｡■G屯由ﾏ■I今■●,

◆
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
開
始
す

る
課
税
期
間
か
ら

○
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
、
一
、
○

○
○
万
円
（
現
行
三
、
○
○
○
万
円
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

○
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
、
五
、

○
○
○
万
円
（
現
行
二
億
円
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
個
人
事
業
者
は
平
成

十
七
年
分
か
ら
、
事
業
年
度
が
一
年
で

あ
る
法
人
に
つ
い
て
は
平
成
十
七
年
三

月
末
決
算
文
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

課
税
事
業
者
の
判
定
及
び
簡
易
課
税

制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
個
人
事
業
者
の
平
成
十
七
年
分
は

前
々
年
で
あ
る
平
成
十
五
年
分
、
事
業

年
度
が
一
年
で
あ
る
法
人
の
平
成
十
七

年
三
月
末
決
算
分
は
前
々
年
事
業
年
度

で
あ
る
平
成
十
五
年
三
月
末
決
算
分
の

課
税
売
上
高
に
よ
り
判
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合
は

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
害
」
を
速
や

か
に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出

建
設
課
（
内
線
二
六
）
に
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

○
木
造
家
畜
保
健
衛
生
所

査
○
一
七
二
－
四
二
－
二
二
七
六

○
五
所
川
原
保
健
所

丑
○
一
七
三
－
三
四
－
二
一
○
八

○
北
地
方
縫
林
水
産
事
務
所
林
業
振
興
諜

査
○
一
七
三
－
三
五
－
二
三
四
五

○
西
地
方
農
林
水
産
事
務
所
林
業
振
興
課

査
○
一
七
三
－
七
二
－
六
六
二

消
費
税
が
変
わ
り

ま
す

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

○
総
額
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

課
税
事
業
者
取
引
の
相
手
方
で
あ
る

消
費
者
に
対
し
て
商
品
等
の
販
売
、
役

務
の
提
供
等
の
取
引
を
行
う
に
際
し
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
取
引
価
格
を
表
示
す

る
場
合
に
は
、
消
費
税
額
（
地
方
消
費

税
を
含
む
）
を
含
め
た
価
格
を
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
下
き
い
。

一
変
更
と
な
る
診
療
科
｝

●
眼
科

・
従
来
の
診
療
日

月
．
金
曜
日

・
変
更
後
の
診
療
日

火
・
金
曜
日

・
変
更
と
な
る
期
日

平
成
十
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら

●
小
児
科

・
従
来
の
診
療
日

月
～
金
第
二
、
四
以
外
の
土
曜
日

・
変
更
後
の
診
療
日

月
・
木
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
土
曜
日

・
受
付
時
間

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

・
変
更
と
な
る
期
日

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

▼
お
問
い
合
わ
せ

公
立
金
木
病
院

垂
○
一
七
三
－
五
三
－
三
一
一
一

剛
○
一
七
三
－
五
三
’
二
四
○
七

診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

公
立
金
木
病
院

一
室
ｐ
０
１
ｑ
ｊ
．
‐
卜
ｈ

一
古
い
電
話
帳
回
収
に
一
」
協
力
く
だ

一
さ
い
ｃ
り
せ
イ
ラ
ル
し
ま
す
″
・

一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
四

一
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成

一
十
六
年
五
月
発
行
）
を
、
各
ご
家
庭
、

一
事
業
所
へ
お
届
け
致
し
ま
す
。
そ
の
際
、

一
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電

一
話
帳
と
お
取
替
え
致
し
ま
す
の
で
、
配

一
達
員
へ
お
渡
し
下
き
い
。

一
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
難
境
保
護
と
し

一
て
、
純
正
パ
ル
プ
の
消
費
節
減
に
取
り

一
組
ん
で
お
り
、
回
収
し
た
古
い
繼
話
帳

一
か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
つ
く
る
、
電
話

一
帳
循
澱
型
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

－
す
。

一
な
お
、
配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ
た
方

一
は
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

一
下
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
」
ま

｜
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
▼
お
問
い
合
わ
せ

一
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

一
函
○
一
二
○
－
五
○
六
’
三
○
九

一
‘
刮
坐
ロ
貯
溌
必
別
”
制
僅

一
己

’

一
■
一
、
口
谷

上

一
岬
謁
一
※
伽
鋤

ん

一
心
』
Ｌ惠

ら
一
淺
鰯ん

一
錨
唖
鮒
一
馴
凱 さ

詞
辱
や
錘

一
や
鯉

「

一
１
乙
■

蔭

｝
『
『
』

型
■
詞

一
９
｝
血
毎
酉
軽
め
伽
鈍
助
虞ぬ

一
四
○
一
二
○
－
五
○
六
’
三
○
九
一
渡
辺
亜
梨
沙
さ
ん
秋
田
谷
韮
佑
さ
ん

湖
ら
貼
附
刑
周
一
・
貯
腸
恥
！
ｈ
心
鵬
垂
廼

‐
盛
典
的
劣
必
，
感

心

愛睡
“
系
ゞ
、
駒
い
陶
舶
鯛
闇
聯
《

古
い
電
話
帳
回
収
に
一
」
協
力
く
だ

さ
い
つ
り
廿
イ
ラ
ル
し
ま
ず
″
．

一■－■－▲一■－▼一由一■－マー｡－ゃ一心一今一申一■ー●一色一｡－■一争一七一争－－－－－●一■一毎一■一℃－

◆
第
七
十
九
回
日
本
珠
算
連
盟
段
位
認

定
試
験
合
格
者

○
準
二
段
渡
辺
亜
梨
沙

◆
第
百
六
十
九
回
日
本
商
工
会
議
所
珠

算
能
力
検
定
試
験
合
格
者

○
四
級
本
荘
啓
・
藤
田
剛

○
七
級
工
藤
実
紗
・
大
澤
歩

小
笠
原
詩
帆

○
八
級
松
橋
僚
汰

○
十
級
工
藤
矩
子
・
木
津
谷
楓

市
浦
珠
算
学
院

◆
第
百
三
十
二
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
合
格
者

○
一
級
秋
田
谷
美
佑

○
二
級
工
藤
康
敬

X

お
め
で
と
う

硯

０
０
隅
ト
ト
ー
凸
〃
ｂ
ｐ
Ｐ
ｑ
〃
■
勺
■
■
■
Ｉ
Ｆ

静
§

銅
剣
銅

唖…
ず 、轡､

…毎の心
｡”色eb印

画
■

母一一

が血①1



(11)広報らうら

市浦村の人口と世帯数平成'6.3.'現在

◎
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
一
部
負
担
金

・
現
行
Ⅱ
六
○
○
円

・
改
定
Ⅱ
八
○
○
円

◆
期
日
平
成
十
六
年
四
月
一
日
～

◎
褒
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
現
行
Ⅱ
潅
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
関
す
る
費
用
の
一
割

・
改
定
Ⅱ
一
回
八
百
円

◆
期
日
平
成
十
六
年
四
月
一
日
～

◆
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
現
行
Ⅱ
二
五
○
円

・
改
定
Ⅱ
三
○
○
円

◆
期
日
平
成
十
六
年
四
月
一
日
～

▼
お
問
い
合
わ
せ

市
浦
村
役
場
住
民
福
祉
課

生
活
福
祉
係
垂
六
二
’
二
二
一

（
内
七
二

★
定
休
日
の
お
知
ら
せ

料
金
改
正
の
お
知
ら
せ

エイ三ノレス・ライフ一・．三
舎室U活こついて

～いきいき高齢者募集中～
内閣府ではエイジレス・ライフ（年齢にとらわれ

ず自らの貴任と能力において自由で生き生きとした

生活を送る）を実践している高齢者、社会参加活動
を積極的に行っている高齢者のグループを広く紹介し、
既に高齢期を迎え、又はこれから迎えようとする世

代の高齢期における生活の参考としてもらうために、
活動事例の募集を行っています。

◆募集する活動事例

①エイジレス・ライフ実践者
下記のいずれかを実践している概ね65歳以上の方

寺 q 巳 ■ _ 一 ｡ － 凸 一 ● － － － 由 一 ● － ● － ● 一 寺 一 ｡ － ◇ ー 由 一 一 一 ● － ｡ － ● － ● － 一 一 句 ー ● 一 宇 一●一｡一▲一

〈
中
の
島
公
園
〉
四
月
よ
り
、
毎
週

火
曜
日
が
定
休
日
と
な
り
ま
す
。
（
祝

日
、
七
月
、
八
月
を
除
く
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

中
の
島
公
園
壷
六
二
－
三
一
五
一

仙
台
国
税
局
で
は
、
地
元
の
大
学
に

通
っ
て
い
る
方
、
首
都
圏
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
公
務
員
を
目
指
す
方
な
ど
、
東

北
の
風
土
に
慣
れ
親
し
ん
だ
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
募
集
を
行
う
の
は
、
試
験
内
容

が
大
学
卒
業
程
度
の
「
国
税
専
門
官
」
。

◆
受
験
資
格

◎
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
八
年
四
月
一
日
生
れ
の
者

◎
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
降
生
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
十
七

税
務
職
員
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

●過去に培った知臓や経験を活かし、高齢期の生活で
社会に週元し活躍している

・中高年から一念発起して､物事を成しとげた

●壮年期において達成した地位や対面などにとらわれ
ることなく、高齢期を新しい価値観で生き生きと生
活している

●自らの努力、習練等により､優れた体力・気力等を維
持し活躍している

●地域社会のなかで、地域住民のリーダーやコーディネ
ーター的な役團を発揮し、生き生きと生活している

②社会参加活動
積極的な活動を通じ、社会とのかかわりを持ち、生

き生きと充実した生活を送っている概ね65歳以上の
方が中心となって構成しているグループ等(10人以上）

【活動分野】趣味、教育・文化、福祉・保健、健康・
スポーツ、生活環境改善、地域行事・

自治会、生産・就業（起業を含む)、
安全管理・その他

◆推薦方法役場住民福祉課に4月5日（月）までに
推薦する。

◆紹介事例の決定等推薦のあった事例について、
選考委員会に意見を聴取し、内閣官房長官が決定
します。決定した事例については、書状と記念の
楯を授与します。

◆紹介方法決定した事例については、国民に広報
を行います。また、「心豊かな長寿社会を考える国
民の集い」において事例の紹介を行います。

しお問い合わせ先

役場住民福祉課生活福祉係壷62－2111(内線71）

心qL●■D■■Ip＝■P‐①ー－●一｡一●一Fーゅ一◆一C－Q－■－●－●－●－■－争一や一わ一●－●－●－

年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
㈱
～

平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
㈱

◆
受
験
申
込
書
の
請
求

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
又
は
人
事
院
東
北
事
務
局

▼
お
問
い
合
わ
せ

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

容
○
二
二
－
二
六
三
－
一
一
一
一

〈
内
線
三
二
三
六
）

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
四
月

一
日
現
在
の
自
動
車
登
録
の
住
所
地
に

お
届
け
し
ま
す
。

引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
”

愛
車
の
住
所
変
更
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合
は
、
運
輸
支
局
に
「
変
更
登
録
」
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ｃ

こ
の
「
変
更
登
録
」
を
三
月
中
に
し

て
い
な
い
場
合
は
、
各
市
町
村
の
住
民

課
窓
口
に
あ
る
住
所
変
更
届
穴
ガ
キ
）

を
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
県
税
事
務
所
に
お
電
話
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
納
税
通
知
書
を
新
住
所

に
お
届
け
し
ま
す
ｃ
な
お
、
新
住
所
の

お
知
ら
せ
は
県
税
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
も

受
付
し
て
お
り
ま
す
ｃ

●
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

三
ｓ
茎
乏
乏
乏
・
宮
里
●
・
産
。
ヨ
。
二
言
青
ｇ
ヨ
ミ

▼
お
問
い
合
わ
せ

五
所
川
原
県
税
事
務
所
納
税
課

電
○
一
七
三
－
三
四
－
二
二
一

（
内
線
一
二
○
・
二
一
二

剛
○
一
七
三
－
三
四
－
二
二
○

※
納
税
通
知
書
は
新
住
所
で
受
け
取
り

キ
ー
し
よ
、
っ
！

三pq6

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,164 1,164 405

桂 川 58 57 21

太田 239 238 82

脇 元 496 495 198

磯松 277 277 106

十三 777 776 266

計 3,011 3,007 1,078
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最
近
、
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
続
い
て

今
度
は
鶏
肉
が
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
こ
と
で
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等
の
話

題
に
は
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際

そ
の
詳
細
が
ど
こ
ま
で
知
ら
れ
て
い

る
か
？
ｌ
今
回
は
、
少
し
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

健康

－

初
期
の
症
状
と
し
て
は
、
発
熱
・

の
ど
の
痛
み
・
咳
等
の
症
状
や
結
膜

炎
等
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

〆－

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
多
く
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
感
染
の
経
路
は

「
感
染
し
た
鳥
に
近
距
離
で
接
触
し

て
い
た
人
」
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
人

か
ら
人
へ
の
感
染
も
完
全
に
否
定
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
稀
に
あ
る
だ
け
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今

の
所
鶏
肉
や
鶏
卵
か
ら
の
感
染
の
報

告
も
あ
り
ま
せ
ん
。

鳥
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
人
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
異

な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
で
、
鶏
や
七
面
鳥

等
が
感
染
す
る
と
、
神
経
症
状
（
首

曲
が
り
、
元
気
消
失
等
）
や
消
化
器

症
状
（
下
痢
、
食
欲
減
退
等
）
が
現

れ
大
量
に
死
亡
す
る
こ
と
も
稀
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｌ
Ｏ

Ｑ
も
し
、
感
染
し
た
ら
ど
ん
な
症

状
が
あ
る
の
か
？

Ｑ
人
に
は
感
染
す
る
の
か
つ

Ｑ
言
病
原
性
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
病
気
か
？

雲
一
雲
髪L－ノ Ｊ

二一

Ｌ
」

謬
雲
響

一

現
在
、
烏
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
は
な
く
、
開

発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
感
染
を
予
防
す
る
に
は

「
無
警
戒
に
流
行
地
の
生
き
た
鳥
類

の
い
る
施
設
へ
の
立
ち
寄
り
や
接
触

を
し
な
い
こ
と
」
、
「
不
用
意
に
鳥
等

の
排
泄
物
に
触
れ
な
い
こ
と
」
ま
た

「
ペ
ッ
ト
や
動
物
に
触
っ
た
後
な
ど

は
、
手
を
洗
う
こ
と
、
う
が
い
を
す

る
こ
と
」
を
心
が
け
た
り
、
飼
っ
て

い
る
烏
や
動
物
の
ま
わ
り
（
糞
尿
等
）

を
清
潔
に
し
、
健
康
状
態
を
見
て
異

常
が
あ
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
に
届

出
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

心
配
で
あ
れ
ば
、
一
般
的
な
方
法

と
し
て
食
品
錠
よ
く
加
熱
す
る
こ
と

（
食
品
の
中
心
温
度
を
、
℃
）
も
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
予
防
と
対
策
は
っ

ﾛ
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▼
お
誕
生

あ
善
ひ

煤
出
朝
陽
（
相
内
）
暁

ゆ
う
な

三
和
柚
羽
菜
（
相
内
）
磯
明

砦
畠

秋
田
谷
彩
希
（
相
内
）
公
也

か
り
ん

三
和
佳
鈴
（
相
内
）
繁
之

み
く

成
田
美
玖
（
脇
元
）
和
友

ゆ
め
な

安
田
夢
菜
（
太
田
）
裕
典

な
術
み

相
川
七
海
（
十
三
）
和
哉

だ
い
ら

三
和
大
地
（
相
内
）
貴
道

み
昌
と

野
崎
美
聖
（
十
三
）
聖
光

一
一
一

幸
ロ

一一一一

新
岡
美
夏

竹
谷
知

山
内
珠

石田新浜八
木

村口岡田澤

蛍る
り

夫文誠子康

▼
お
く
や
み

上
藤
生
（
十

田
良
雄
（
相

戸籍の
▼
ご
結
婚

ロ

也 美

窓
（
十
三
）

（
十
三
）

（
磯
松
）

（
山
形
）

（
青
森
）

（
相
内
）

（
脇
元
）

（
五
所
川
原
）

内三
一

8158

歳 歳 ’

成中魑中松宮
今
年
度
、
般
後
の
感
動
は
や
は
り

卒
業
式
で
し
ょ
う
。
市
浦
分
校
と
、

市
浦
中
学
校
の
取
材
を
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
証
書
を
受
け
取
る
姿
は
と

て
も
凛
々
し
く
り
っ
ぱ
で
し
た
。

三
年
間
晴
れ
の
日
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
親
、
教
師
に
反

抗
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

「
今
日
の
日
を
迎
え
る
事
が
で
き

た
の
は
先
生
方
、
両
親
の
力
添
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
素
直
に
述
べ
て
い
る
姿
に
保
護
者

の
方
々
、
先
生
方
も
涙
し
て
い
ま
し

た
。

三
年
間
一
緒
に
学
ん
だ
友
、
先
生

と
の
別
れ
は
つ
ら
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
別
れ
が
あ
れ
ば
出
会
い
も
あ

る
。
四
月
、
新
し
い
出
会
い
は
ま
た

一
歩
み
な
さ
ん
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
ま
の
厳
し
い
社
会
情
勢
に
船
出

し
て
い
く
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
に
幸

多
か
れ
と
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
方
の
門
出
を
こ
ん
な
に

多
く
の
方
々
が
見
守
っ
て
い
る
。
そ

し
て
今
後
も
見
守
り
続
け
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。

⑤
⑧
⑥
③

田山田村橋本

由
雄

智
恵
子

ち
せ

サ
ヨ

ー

よ

し

旨
く
○
１
Ｊ

訓
Ｆ

も
町
Ｊ
０
０
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